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研究成果の概要（和文）：口腔健康と動脈硬化性疾患のリスクとの関係を探るために、無作為に抽出された
50-70歳代の都市部一般住民を対象とした基本健診と歯科検診を行った結果、男女ともに歯周病とMetSとの間に
有意な関連があることが示された。また、MetSの構成因子数を4つ以上有する者は、有さない者と比較して男性
では2.27倍、女性では1.76倍歯周病を有するリスクが高いことが明らかとなった。一方、咀嚼能力が低下した群
では、MetSの罹患率が高くなり、特に70歳代においてその傾向が顕著になった。以上より、中年齢～高齢期にお
いて歯周病と咀嚼能力の低下を防ぐことは、動脈硬化性疾患の予防に役立つ可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Basic health check-up and oral examination were performed in randomly 
selected urban Japanese population aged 50-70 years for investigating the relationship between oral 
health and the risk of cardiovascular disease. Significant relationship between periodontal disease 
and the prevalence of metabolic syndrome (MetS) was shown with the odds ratio having periodontal 
disease of 2.27 in men and 1.76 in women with 4 or more MetS components comparing with no 
components. On the other hands, the group with declined masticatory performance had higher odds 
ratio having MetS comparing with the highest masticatory performance group, and such tendency was 
prominent in 70's years subjects. These results suggested the possibility that the prevention of 
periodontal disease and decline of masticatory ability contributed to the prevention of 
cardiovascular disease.        

研究分野：歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
	 我が国において悪性新生物に次ぐ死亡原
因となっている動脈硬化性疾患（CVD）の予
防は、健康政策の大きな課題の一つであり、
近年メタボリックシンドローム（MetS）の
概念に基づくリスク因子の抑制を目的とし
た特定健診制度が実施されている。口腔健康
に置ける CVD リスク因子の探索は、これま
で歯周病を中心に国内外で多くの研究が行
われているが、歯周病やう蝕を原因とした歯
の喪失による咀嚼能力の低下が、食行動や栄
養摂取の変化を経て、循環器系並びに代謝系
の CVD リスク因子の増加に至る経路につい
てはほとんど調べられていない。また、我が
国における CVD コホートはほとんどが農村
部を対象としており、我が国の人口の過半数
を占める都市部一般住民を対象とした調査
は非常に少ないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は、上記の背景に基づいて、都市部
一般住民を対象に、CVD 予防を意図した基
本健診に加えて包括的な歯科検診を行い、歯
周病と咀嚼能力低下の両面から、口腔健康と
CVD リスクとの関係を探索することを目的
とした前向きコホート研究である。 
 

 
 
図 1.	本研究のバックグラウンドとなる口腔の健

康と全身の健康の関係の仮説	

 
３．研究の方法 
(1)研究対象 
	 住民台帳から無作為に抽出され、国立循環
器病研究センター予防健診部が行なってい
る「吹田研究」（都市部一般住民の CVDリス
クを探索するコホート研究）への参加を同意
し、隔年の基本健診を受けている 50-70歳代
の吹田市民。 
(2)基本健診 
	 病歴・生活習慣問診、身体・血圧測定、血
液検査（総コレステロール、HDL コレステ
ロール、中性脂肪、血糖） 
(3)歯科検診 
	 口腔内診査（DMFT、Eichner's index）最
大咬合力測定、咀嚼能率測定、唾液分泌速度
測定、唾液中バイオマーカー測定、唾液中細
菌叢検査。 
(4)分析項目 

	 以下の項目について、関連因子を調整した
多変量解析を行なって検討した。 
	 ①咀嚼能率の経年的変化とその要因につ

いて。 
	 ②歯周病とMetS罹患との関連性について。 
	 ③咀嚼能率とMetS罹患との関連性につい

て。 
 
４．研究成果	
(1)咀嚼能率の経年的変化とその要因につい
て	
平成 20 年 6 月から平成 23 年 12 月までの
ベースライン時ならびに平成 25 年 6 月から
平成 27 年 12 月までの再評価時(ベースライ
ンより 4 年以上経過)の歯科検診にいずれも
参加した 783名（男性 325名、女性 458名、
ベースライン時年齢：50～79 歳、平均 65.6
±7.8 歳）を対象とした。歯科検診の調査項
目として。最大咬合力（デンタルプレスケー
ル）、機能歯数（残存歯数に、ブリッジのポ
ンティックおよびインプラント支持による
補綴物を加えた歯数）、歯周状態（CPI）、咀
嚼能率（グミゼリー30回咀嚼時の咬断片表面
積増加量）を検査した。まず、ベースライン
時と再評価時における咀嚼能率について、対
応のあるｔ検定を用いて比較した。その後、
再評価時の咀嚼能率に影響する因子とそれ
らの度合いを検討するために、目的変数を再
評価時の咀嚼能率、説明変数を性別、ベース
ライン時における咀嚼能率、年齢、機能歯数，
最大咬合力、歯周状態、調査期間中の喪失機
能歯数、最大咬合力および歯周状態の変化量
とした重回帰分析を強制投入法にて行った。 
その結果、再評価時には、783 名中 490 名
（63％）に咀嚼能率の低下が認められ、平均
値はベースライン時と比べて有意に低下し
た。再評価時の咀嚼能率を目的変数とした重
回帰分析を行った結果、ベースライン時の咀
嚼能率、年齢、機能歯数、最大咬合力、歯周
状態、調査期間中の喪失機能歯数、最大咬合
力および歯周状態の変化量が有意な説明変
数となった（表 1）。本研究より、これまで横
断的な調査により咀嚼能率との関連が認め
られた因子について、それらの変化量に着目
し縦断的に評価した結果、年齢、機能歯数、
最大咬合力，歯周状態と咀嚼能率との間に因
果関係が認められた。 

 
表 1.	再評価時の咀嚼能率を目的変数とした

重回帰分析の結果	



	 これらの結果から、歯周状態を健常に保ち
機能歯数を維持すること、あるいは欠損補綴
により咬合力を補うことで、加齢により起こ
り得る咀嚼能率の低下を予防できる可能性
が示唆された。 
(2) 歯周病とMetS罹患との関連性について 
	 対象者は、2008年 6月から 2013年 9月ま
での間に基本健診を受診した 1,856 名（男
性：722名、女性：1,084名、平均年齢 66.4
歳）とした。病歴・生活習慣問診，身体・血
圧測定，血液検査ならびに歯周状態を調査し、
歯周状態は CPI法を用い、CPIスコア 3以上
を歯周病ありとした。MetSは 2009年に発表
された国際統一規準に基づき、MetSあり/な
しに群分けした。男女別に、年齢、飲酒・喫
煙状態を調整した上でMetSおよびその因子
と歯周病との間に関連が見られるかロジス
ティック回帰分析を用いて解析した。さらに、
保有する構成因子数と歯周病との関連につ
いても解析を行った。 
	 男女ともに歯周病とMetSとの間に有意な
関連があることが示され、構成因子では、低
HDL コレステロールとの間に有意な関連が
認められた。また、構成因子数を 2つ、3つ、
さらに 4つ以上有する者は、有さない者と比
較して歯周病を有するリスクがそれぞれ
1.43、1.42、1.89倍高いことが示された。さ
らに男女別の解析では、構成因子数を 4つ以
上有する者は、有さない者と比較して男性で
は 2.27倍、女性では 1.76倍歯周病を有する
リスクが高いことが明らかとなった。	
	 これらの結果より、MetS および低 HDL
コレステロールが歯周病と関連があること
が示された。さらに、MetS の構成因子を多
く有する者は歯周病の有病率が有意に高い
ことが明らかとなった。したがって、歯周病
管理はMetSの重要な治療戦略の 1つとなる
ことが示唆され、MetS 予防における医科・
歯科連携の新たな知見になると考えられる。 
	
(3) 咀嚼能率と MetS 罹患との関連性につい
て 

	 対象者は、2008年 6月から 2013年 11月
までの間に基本健診を受診した 1,780名（男
性：743名、女性：1,037名、平均年齢 66.5
歳）とした。咀嚼能率は、(1)と同様の方法を
用いてグミゼリー30 回咀嚼後の咬断片表面
積増加量を算出し、MetSの診断には(2)と同
様に国際統一基準を用いた。 
 
表 2．咀嚼能率の低下と MetS 罹患率（全被験者を

対象とした分析）	

	 対象者を咀嚼能率によって４群に分ける
と、対象者全体では、最も咀嚼能率の高い群
と比較して下から２番目の群でMetSの罹患
率が 1.46倍高くなった（表 2）。また、70歳
代の対象者に限ると、咀嚼能率が低下したす
べての群で 1.67-1.90 倍メタボ罹患率が高く
なった。これらの結果より、客観的に咀嚼能
率を測ることでMetSのリスクが評価できる
可能性が初めて示された。 
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